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久保かずひろ政務活動事務所

久保 かずひろ　横浜市会議員（瀬谷区選出）

　3月上旬に、「手話リンク」が横浜市で導入される予定で
す。　聴覚障害のある方が、手話で気軽に相談できる「手話
リンク」の導入を一般質問（令和7年4回定例会）で提案。
誰もが安心して行政につながれる環境づくりを進めました。
　山中市長は、聴覚
障害のある方の利便
性向上につながる
「手話リンク」を、今
年度中に導入すると
答弁していました。

　三ツ境駅のシャトルバス乗降場が、駅から離れた場所に設
置される計画について、安全面の懸念を指摘し、来場者の安
全確保を最優先に改善を求めました。
　これに対し市側は、安全性・利便性の観点から計画を再
検討し、駅北側にある路線バスのターミナルを一部改良して
乗車場として利用できるよう、具体的な調整を進め、来場者
の安全確保を EXPO の根幹と位置づける考えを示しまし
た。　今後バスの発着レーンが改良される予定です。

　公明党は、上瀬谷地区を平和の象徴として活かす意義を、
いち早く提唱してきました。ワシントン・ポトマック川の桜な
どを交流の架け橋として、国内外に平和のメッセージを発信
するよう訴えました。
市長は、GREEN×-
EXPOを通じて平和
のメッセージを伝え、
EXPO 後のまちづ
くりにも継承する考
えを示しました。

　西部病院入口交差点に、音声信号機（音響式信号機）と
してスピーカーを 4か所設置しました。盲導犬ユーザーや
視覚障がいのある方からご相談を頂いていた、中原街道
と西部病院につながる野境道路が交差する、交通量の非
常に多い箇所です。

　あわせて、昨年6月施行の手話施策推進法を踏まえ、
聴覚障害のある方への情報提供のバリアフリー化を着実に
進めるよう要望しています。

 困ったときに、つながる市役所へ

 上瀬谷からの平和発信を提言

 三ツ境駅シャトルバス乗降場
再検討を実現

令和７年第４回定例会／一般質問より（令和7年12月）

       ―日常に防災・減災の取組みを―
　近年、災害の激甚化・頻発化が進む中、私は、日常と災害
時を分けず、普段使うものを非常時にも活用できる「フェー
ズフリー」の考え方の重要性を訴え、まちづくりにも積極的
に取り入れるべきと提言しました。
　市長は、平時と災害時をシームレスに捉えるフェーズフ
リーの視点は重要であり、ベンチがかまどになる設備や、豪
雨時に水を貯める緑地など、暮らしやすさと災害時の安心が
両立するまちづくりを進めていく考えを示しました。

フェーズフリーの視点をまちづくりに
※手話リンクは、画面越しの手話通訳オペレーターが手話を音声
に変換して相手に伝えるもので、事前登録不要・無料で利用でき
ます。市役所等で導入することで、聴覚障害のある方にとって、問
い合わせや相談の負担が軽減される便利な仕組みです。

※音声信号機とは、信号が青であることを知らせるため、「カッ
　コー」「ピヨピヨ」などの誘導音を発する装置付き信号機です。

※フェーズフリーとは、日常と災害時を切り分けず、普段使っている
ものや場所を非常時にもそのまま活用できるという考え方です。

― 手話リンク ３月上旬に導入へ―

―GREEN×EXPO 2027の輸送アクセスを改善―

―桜を、国境を越えた交流の架け橋に！ ―

■音声信号機（音響式信号機）を設置
まちかどホットラインまちかどホットライン
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3つの横浜市物価高騰対策パッケージとしてカタチに！3つの横浜市物価高騰対策パッケージとしてカタチに！

18歳まで無料に18歳まで無料に

【山中市長へ緊急要望】【山中市長へ緊急要望】

　食料品や光熱費の値上がりが続き、市民生活への影響は一層深刻さを増しています。
公明党横浜市会議員団は、市民の声を原点に、「今、必要な支援を、速やかに届ける」支援を進め、
カタチにしてきました。

1月14日 、市は要望を受け、次の支援策を公表しました。

　1月8日、公明党横浜市会議員団は山中竹春市長に対し、「物価高騰
対策に向けた緊急要望書」を提出。国の
重点支援地方交付金を活用し、補正予
算の早期編成と迅速な執行、市民への
直接支援、学校給食費の負担軽減、商店
街など地域経済支援を強く求めました。

①19 歳以上（令和8年 4 月 1 日時点）の市民へ 一人 5,000 円相
　当を給付（電子クーポン又は商品券）。上記以外の方には、国の物
　価高対応子育て応援手当（2万円）を給付
②小学校給食費の実質無償化（令和 8年度）
③商店街プレミアム付き商品券事業（4月から販売・利用開始）

　6月から、小児医療費助成制度の対象年齢が18
歳年度末まで拡大されます。所得制限や一部負担
はありません。病気やケガのとき、「受診をためら
わなくていい」―
　そんな親の安心、子
どもの未来を支える
制度です。公明党が
30年以上にわたり一
貫して取り組み、積み
上げてきた小児医療
費助成が、ここ横浜で、一つの完成形を迎えます。

　地域の不安の声を受け、横浜市は防犯対策を強
化します。LED 防犯灯や地域防犯カメラの整備を
進めるとともに、先端
技術を活用した「ス
マート防犯シティ」の
取組を推進。防犯条例
と実行計画を策定し、
令和 8 年 8 月の実施
を予定しています。

■暮らしの声を、確かな支援と安心へ。公明党はこれからも、市民の立場で結果を出し続けます。

暮らしを支え、未来を守る横浜へ。暮らしを支え、未来を守る横浜へ。暮らしを支え、未来を守る横浜へ。

●暮らしを守る3つの物価高対策

山中市長へ緊急要望書を提出した様子

― 物価高対策・子ども医療・安心のまちづくり ―

小児医療
費 安心・安全で暮らしやすい

まちへ（防犯対策）
安心・安全で暮らしやすい
まちへ（防犯対策）




